
今年は、早くも葉桜の4月になりそうですね。

太陽のもと外ですごす時間が心地よくなりました。

今月のおすすめ

『りんごかもしれない』

ヨシタケシンスケ／作

出版社:ブロンズ新社

『いちご』

文・絵： こがようこ

出版社：大日本図書

ご連絡ごとはこちらへ。

℡0858-22-0351

おいしそうないちごが、ひとつ、ふた

つ。「たべたいな」「たべたいね」

赤ちゃんに語りかけながらページを

開く楽しみが味わえます。

最後におおきないちごも、はいどう

ぞ！

新連載『えほんが主役の食育」 鳥取短期大学助教 管理栄養士 石賀安枝さん

日本海新聞で新連載がスタートしています。ぜひご覧ください。

このりんごはどこからきのただろう。

本当にりんごなのかな？

いろんな見方ができるを教えてく

れる絵本です。

今年度からそろそろ再スタート

乳幼児親子の読み聞かせ会を人数制限でぼちぼちスタートしていきます。

3年ぶり、お待ちください！

倉吉市でブックスタートが始まり２０年になります。

当初より一緒に関わらせていただいていた市立図書館さんより２０周年記念

事業に絵本のお話のお声を頂き初NPO法人絵本で子育てセンター絵本講師の

名でさせていただきました。

「ようこそ絵本の世界へ ～いつでもそばに絵本とともに～」の頂いた演題が

心地よく、子育て総合支援センターおひさまで、１５組の親子さんと楽しみました。

頂いた３０分間の前半は、バー人形でこんにちは、目のまどあけろ手遊び、絵

本『よくきたね』クマ人形つき詩『くまさん』、『はなをくんくん』『にんじん』の絵本、

大型絵本お『おきなかぶ』では一緒に声をだしてかぶをぬき、「あーよかった」の

後、「チュとギュ」をしました。食いつくようなあかちゃんの眼差し、沢山のニコニ

コ笑顔をみることができました。ママのおひざにだっこされた心地よさがつたわ

りました。

続いて、えほんのお話では声に載せた言葉は幼い心に届き、すーと入り込む
お話は脳裏に焼き付き、数年後状況に合われて絵本の中の言葉が飛び出す
喜びについて、絵本『きょうはなんのひ』『ぼちぼちいこか』でのエピソードや『ア
リババと４０人のとうぞく』のお話に子どもがどっぷりと入り込み、近隣の家のド

アに「×」を付けまわった苦い経験をお話しました。最後は、成長していくお子さ

んに『おおきくおおきくなあれ』の紙芝居で終わりました。

スライドを使い１５分の中で、伝えたい絵本の好さを絞り込むのに下準備に時

間を費やしました。あれこれ伝えきれないことはありましたが、「これからも絵本
を読んであげたい」「すごく楽しかった」との声を聞き、嬉しく思いました。
コロナで３年間ほぼ活動停止だったため久々の嬉しい時間を頂きました。

この日はNHKテレビの取材が入り、会終了後には放送があり、参加の親子さ

んの様子や自身の様子が見れ良き思い出となりました。 なごみママ

放送はこちらからご覧いただけます。
https://www3.nhk.or.jp/lnews/tottori/20230302/4040014438.html

たのしいおはなし＆講演会

ブックスタートが倉吉市ではじまり２０周年の記念事

業に作家こがようこさんのおはなし講演会が市立図書

館さん主催で行われました。

語りつぐこと,声にのせて届けることの喜びを、わらべ

うたやこがさんの絵本をめくる楽しさを味わいました。

乳幼児期にかかせない親子で楽しみふくらむ絵本の

数々＆紙芝居の世界を堪能しました。職場で担当の

美穂ちゃん大活躍の至福の時間でした。

講演報告

『どーこかな』の次作が

もうすぐ発売されうそう

です。講演会ではその

作品もご紹介してくださ

いました。発売が楽しみ

です。


